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論文内容要旨
 糖尿病はインスリン作用の不足によらて惹き起こされるといわれているが,このことは必ずし
 も明らかにされていない。
 .都は,主として糖尿病症例の未治療時および治療後のぶどう糖負荷時のインスリン反応を中心
 として検討して,糖尿病の本態を明らかにしょうと考えた。
 対象は体重指数120%以上の肥満を除外した一次性糖尿病患者121例で,空腹時血糖120
 脇/雌以下の軽症65例,120'～180㎎/榔の中等症33例,180叩/幽以上の重症23
 例よりなる。また男女比は2:1,年令は平均51才で,40才以上は80%を占める。肥満度
 は,やせ(80%未満)9例,正常体重(80～110%未満)191例,軽度肥満(1エ0～
 120%以下)11例である。また,'対照としては,糖尿病の遺伝負荷を有しない正常体重の健
 康者9例について検索した。なお,比較検討のため,肝,膵,肥満,ステロイド投与症例,計
 123例をも含めた。糖尿病症例の中,未治療の入院患者55例(軽症22例,中等症22例,
 重症11例)では,治療前後にぶどう糖負荷試験においてインスリン反応を比較した。すなわち
 ぶどう糖509を経口的に投与し,負荷前,負荷後30分毎に2時間採血し,血中インスリンの
 変動をみるとともに,血糖の増加とインスリンの増加の比よりInSuhnoge皿icIndex
 (イ1/イG)を求めて検討した。
 さらに51例では治療前後のインスリン感性試験,48例では血清脂質,および遊離脂酸につ
 いても検討した。
 糖尿病患者にぶどう糖509を経口的に負荷すると,軽症,中等症では正常者に比べて,血漿
 インスリンは遅れて増加するが,むしろ過剰反応を示し,重症では低反応を示した。
 肥満,ステロイド投与中の諸疾患では異常に高い過剰反応を示し孝。
 イ1/イGは重症の30分,60分値,軽症の60分値のみが正常対照者より有意に低下し,
 インスリン面鎖と血糖面績の比,Σイ1/Σ」Gは,全糖尿病群で正常者より有意に低下してい
 た。
 その他,耐糖能異常を示した騨疾患のイ1/∠G(60分)とΣイ1/Σ∠G,および肝硬変
 症の耐糖能低下例のΣ∠1/ΣイGが低値を示し,耐糖能異常を示さない肥満群とステロイド投
 与群のイ1/」G(60分),およびステロイド投与群のΣイ1/ΣイGでは有意の増加を示し
 た。
 治療後には,いづれの糖尿病でも耐糖能は改善され,血糖面積は有意に減少したが,ぶどう糖
 に対するインスリン反応は,いずれの群でも軽度に増加するものもあるが,依然として正常とは
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 異なるパターンを示した。
 治療前簾のインスリンに対する感度については,血糖曲線のペターン,感度指数は変動しなか
 ったが,空腹時を100とした場合の15分値のインスリン感度指数では,すべての群で増加し.
 た。
 治療の前後における血清中性脂肪',燐脂質,総コレステロールの変動は殆んどみられないが,
 血漿遊離脂酸はすタての群で有意に減少した。・
 以上のことから,治療前の一次性糖尿病では必ずしも血漿インスリン反応は低下していないし,
 また治療により耐糖能が改善されてもインスリン反応が増加しないことを認めた。したがって,
 重症糖尿病場外の糖尿病の本態としてインスリン抵抗性が大きな意義を有すると考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者は,体重指数1'20%以上の肥満を除外した一次性糖尿病患者121例の未治療時および
 治療後のぶどう糖負荷時のインスリン反応を中心として検討し,比較のため,肝,脾,肥満,ス
 テロイド投与症例,計123例についても検索した。
 すなわち,糖尿病患者にぶどう糖509を経口的に負荷すると,軽症,中等症では正常者に比
 べて,血漿インスリンは遅れて増加するが,むレろ過剰反応を示し,重症では低反応を示した。
 肥満,ステロイド投与中の諸疾患では異常に高い過剰反応を示した。
 Insulinogen圭cIndex(∠1/∠4)は重症の30分・'60分値・軽症の60分値
 のみが正常対照者より有意に低下し,インスリン面積と血糖面績の比(、Σ∠1/Σ∠4)は,全
 糖尿病群で正常者より有意に低下していた。
 その他,耐糖能異常を示した膵疾患の∠1/∠4(60分)と、Σ∠1/Σ∠G,および肝硬変
 症の耐糖能低下例のΣ∠1/Σ∠Gが低値を示し,耐糖能異常を示さない肥満群とステロイド投
 与群の∠1/∠G(60分),およびステロイド投与群のΣイ1/Σ∠Gでは有意の増加を示した。
 治療後には,いずれの糖尿病でも耐糖能は改善され,血糖面積は有意に減少したが・ぶどう糖
 に対するインスリン反応は,いずれの群でも落度に増加するものもあるが,依然として正常とは
 異なるパターンを示した。
 以上のことから,著者は,治療前の一次性糖尿病では必ずしも血漿インスリン反応は低下して
 いないし,また治療により耐糖能が改善されてもインスリン反応が増加しないことを認め,重症
 糖尿病以外の糖尿病の本態としてインスリン抵抗性が大きな意義を有すると考えている。
 したがって・本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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